
エゾウコギの生育実態と薬理作用
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は　じ　め　に

エゾウコギは,ソ連のシベリア地方や中国の東北地域および朝鮮半島にかけて分布するウコ

ギ科ウコギ馬の低木で,ソ連や中国ではすでに医薬品原料として鞄発,利用され,その一部は

E]本にも輸入されている｡

一方,本道に生育するエゾウコギについても,ソ連や中国産と同じ成分が含まれていること

が確認されていて.国内でも健康食品-の製品化が活発に行われている｡ところが,これら資

源の枯渇が心配されはじめ,原材料の安定供給のため,その育成技術の確立が急がれている｡

本報は,エゾウコギの育成試験をすすめるための基礎資料として,全道一般民有林を対象に
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とめたものである｡

なお本研究は.道産生薬の品質向上ならびに生産振興をめざし,衛生研究所,中央農業試験

場および北見農業試鹸場とすすめている共同研究であり.当蟻は兼用樹木の育成試験を分担し

ている｡そこで本稿では.薬用樹木の現状についても簡単に紹介する｡

兼用樹木の現状

草根･木皮などの生薬には,湊方案のはかに和英や西洋生薬などがある｡したがって.単に

薬用樹木というと非常に多くの樹種をさすことになる｡

義一1　薬用樹木と生藁名

樹　種　名　　薬用布他　　生美名　　　主な用途　　　国内生産量　　輸入量　　　　儀　考
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I.国産および抽入量は, E]本生薬連合会の昭和57年度分資料による｡

2.備考の局はEl本薬局方,常は新常用和湊燕集に記載されているもの.



衰- lは,主要薬用樹木の一部を示したものであるが,表から乗用樹木の生薬としての国内生

産量と輸入量,および年間消費量の概数を知ることができる｡また表から各生薬の生産実態に

ついても推定できるが,エゾウコギを含めたいくつかの樹種は,和薬すなわち民間薬として相

当量が使用されており,生産量の実態をつかめない現状にある.いずれにしても,生薬として

生産するためには.原材料の安定供給が最も重要である｡さらに,有効成分含量の高い優良品

種など,道産銘柄の樹立(作出)も不可欠tj:課題である｡

主成分と審理作用

主成分とそれらの薬理活性については,ソ連科学アカデミーおよび中国黒竜江省祖国医薬研

究所の研究報告がある｡これらによると,エゾウコギの成分としてグルコース,庶糖などのは

かエレウテロシドA, B, C, D, E, F, Gなどの配糖体が報告されている｡一方わが国で

ち,エレウテロシドB, Bi. E,イソフラキシジン.クロロゲン憩などが分離同定され.そ

れぞれの薬理作用が研究されている.

なお,エレウテロシドBとEは抗ストL/スおよび疲労回復作用,ならびに性行動の低下に桔

抗する薬理作用があり,イソフラキシジンには鉄静作用,クロロゲン鼓には脂質代謝の改善作

用が知られているO　さらに,配糖体などを多く含むエゾウコギにおいては,各成分の相互的lil

轟きによって相乗的な効果をもたらしていると考えられる｡

鶴董及び分析方法

エゾウコギの育成方法は,その生産自壊を幹や枝にするか,あるいは椴皮など地下部を対象

にするかによって全く異なる｡そこで,常呂町および置戸町の自生地から無作為に試料を採淑

し,幹と根など部位別とその径級別,樹齢別に成分分析を行った.

十方,道内の分析とそれらの生育環境を把捉するため,各支庁の協力を得て全道一般民有林

を対象に生育実態詞妻を行った｡調査項目は,エゾウコギの生育状況について市町村ととの分

布の有無とその地域,詞査地(IOttO　における生育本数と樹高および根元径であり,生育環境

については海抜高や斜面方位t｣どの地形因子,エゾウコギ生育地の上木となっている樹種とそ

の樹高および胸高直径,樹冠うっ閉鼠　ならびに林床植生などである｡

また,エゾウコギの幹や直径の生長過程を明らかにするため,標準木を選定して樹幹解析お

よび枝解析を行ったo

なお各成分の定量は,衛生研究所薬学部において,高速液体クロマトグラフィーを用いて行

った｡

部位別有効成分の差異

部位別,径級別(樹齢別)にみた成分の定量値は義一21こ示すとおりで,明らかに幹にその

含有量が多い成分(エレウテロシドB)と根部に相対的に多い成分などさまざまであった9　さ



らに,同一部位でも径故により定量値にバラツ与があり,直径が太くなればその含有量も多く

なるというような一定の傾向は認められなかった｡

表-2　部位別,徒級別成分の定量儀

(北海道立衛生研究所) ★

托し 産 地 部 位 ( W )

定 量 債 ( 『 F/ 1 0 0 ? )

B C A B l E l S

1 常 呂 町 般 〈 3 2 0 .0 1 , 1 6 3 .7 2 ▼4 5 3 .3 2 一0

2 〝 3 ～ 5 4 5 .9 6 9 6 .0 6 . 3 9 2 ▼3 I -8

3 〝 6 一一 8 4 4 .4 6 8 5 .7 1 0 .4 9 6 .7 2 ●0

4 q 8 - l l 4 5 . 2 6 1 2 .7 8 一8 1 1 7 一9 2 ■5

5 " 2 5 - 3 3 8 7 .6 7 6 9 .7 2 4 .2 3 4 4 .2 2 ■2

6 幹 1 年 生 3 ～ 8 3 0 7 .9 5 9 9 .7 1 3 ー4 2 6 1 .3 1 ●6

7 〝 6 - 1 2 3 1 4 .1 4 6 3 .0 1 7 .9 2 9 5 .0 2 -3

8 〝 l l - 1 4 2 9 2 .2 4 1 4 .6 1 4 .4 3 0 2 .9 2 ●3

9 〝 l l - 1 5 2 3 4 .4 3 8 3 .6 1 4 .4 3 0 2 .2 1 ■9

I O 付 1 3 - 1 8 2 4 4 .0 3 6 2 . 3 1 .3 2 6 2 .0 2 .5

1 1 置 戸 町 椴 〈 3 2 9 .7 1 ,4 7 5 .0 1 4 .0 9 7 .8 0 .3

1 2 〝 4 ～ 5 2 1 .8 7 7 9 6 .3 6 ■7 9 5 .8 0 .9

1 3 〝 6 ～ 8 1 3 .3 2 0 3 .3 7 ■6 7 2 .3 1 .4

1 4 〝 9 - 1 0 2 0 .5 3 9 4 .5 4 ●7 8 8 ー3 0 ■7

¥ b

l 6 〝

n ~ i 4 5 3 ▲6 4 3 0 .7 l l .3 1 5 0 .0 1 ●8

幹 1 年 生 3 ～ 8 1 1 0 ;こ6 6 2 7 .4 3 ■5 1 0 0 .6 1 一5

1 7 〝 5 - 9 1 1 1 .4 4 0 0 .0 6 .3 1 0 8 .1 2 . 1

1 8 〟 6 - l l 1 3 0 .4 3 4 5 .7 1 3 .9 1 4 5 .2 4 . 1

1 9 〝 1- -1 7 1 0 9 .8 2 8 0 . 2 1 0 .3 1 2 1 .1 2 ■1

2 0 〝 14 - 1 9 8 8 .4 2 2 0 ー3 1 2 .4 1 0 8 .5 2 ■3

2 1 〝 1 9 - 2 5 9 5 .9 2 0 2 . 3 1 5 .4 1 3 2 .3 2 . 2

蝣>蝣> 2 2 - 2 6 7 6 .1 1 3 6 . 8 1 5 .4 1 2 7 .2 2 ■6

1　B:エレウテロシドB,　CA:クロロゲン鼓.　Bl:エレウテロシドBI

E:エレウテロシドE,　i s:イソフラキシジン

2　一汁:昭和60年度.共同研究報告書より抜すい.

これらの結果は.今回調べた成分についていうと,部位による顕著t｣差異がないことを意味

している｡しかし.今後はさらに多くの成分についても定量するとともに,新たな薬効成分を

検索し.その利用方法を開発する必要がある｡

なれ　表では2産地の分析結果を示したが,産地間又は個体間.あるいは生育J#境によって

成分含有量に違いがあることが示唆された｡これらについては,何時採取したら成分含有量が

最も多いかなど,今後逐次明らかにして行く予定である｡



また成分含有量に関連して･山岸ら(1985)はエゾウコギ製品の品質管理の指棲物質として･

強い蛍光を有し化合物の確認および定量の容易なイソフラキシジンを選定するのが適当と思わ

れると報告している｡

H壬EEZ3

生育実態裾査の結果から.エゾウコギの生育は網走支庁管内26市町村のうち23市町村,十勝

支庁管内20市町村のうち10市町村,釧路支庁管内10市町村のうち市町村で確認された(図- I X

しかし,今回確認された市町村に隣接する地域にあっても生育していることが十分予想され,

今後確認調査により補完図を作成して行きたい｡

以上からエゾウコギの分布をまとめると,道南や道央地域および日本海側にはみられず,道

東地域にのみ生育する.これを支庁別にみると,網走支庁管内のほぼ全域,十勝および釧路管

内の一部.ならびに上川,日高.根室管内の前記に隣接する特定の場所に生育するといえるo

世- 〔　巨TtfEoji茄swa-触良HiS声F3JFE]読

生育地の饗場

各調査地とその周辺の生育地をみると,エゾウコギは林緑から林内まで広い範囲に生育して

おり, ~谷沿いや林内の孔状裸地に群落を形成している.これら生育地の立地環境を分布図の地

形と合せて調べると,海抜高では40m.から900 7a前後まで.傾斜度では平坦地から35度前後ま

で生育している｡またその斜面の方位は,東斜面に多い傾向が認められるが,全方位に生育し

ている｡

また,エゾウコギ生育地において,その上木を構成する樹種としてシラカンパ,ミズナラ,



シナノキ,イタヤカエデなどの天然色広葉樹が多いが,トドマツやカラマツの人工林下にも生

育している｡一方,林床植生にはクマイザサ,フッキソウ,トクサなどが普遍的にみられ,エ

ゾウコギ生育地における特有の植生は認められなかった｡

なお,エゾウコギ群落の大きさおよび樹高生長は.上木が散在しているところ,あるいは林

緑に良好tj:ものが多く,反対に上木が密生している場所では生育が悪い傾向が認められたb　こ

れらのことから,エゾウコギは耐陰性の高い樹確と考えられるが,育成するにあたっては,樹

冠のうっ閉率20-30#,すなわち相対腹鼓70%前後をめやすとして施集すべきであろう｡また

育成場所として,土壌条件や斜面方位を選ばないため,道内の比較的広い範囲で栽培が可能と

思われるO

ZW.W3弧

エゾウコギの生育群落が小さい場所を除いて.道内34市町村でそれぞれ調査地を設定した｡

各謁査地ともにエゾウコギの幹は,地下茎からの萌芽と根株近くからの萌芽幹が多く,教本の

幹が株立ちになっている複幹株が多くみられた.しかし,生立本数の多い場所では直立する単

幹も多くみられる｡

1 Titあたりの隼立本数は,調査地平均で3･7本であったが,常呂町などでは40本以上が生育

している例もみられ(図- 2)c　またいずれの調査地でも.樹高IOcs前後の当年発生した萌芽

幹から最大樹高まで,樹高階別にはぼ均等に生育しており,遂次更新していることがうかがえ

た｡

樹高の高いものから上位25%の平均樹高および根元径は,調査地平均でそれぞれ150 cサ, 15

7KBであった.これを各調査地ごとにみると,樹高の最も商いのが音更町の300cm,次いで池田

町の280 caであり,東藻琴村,佐呂間および湧別町では上位木の平均樹高が60C徹と低かった｡

なお,単木的にみた最大樹高は360atであったoまた,平均樹高の嘩い原因のひとつとして,

伐採跡地あるいは造林地での下刈りや除間伐による影響も考えられる｡
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団-2　慎重地のエゾウコギ配憂国(常呂町)



幹の形腰と樹幹解析

図1 3はエゾウコギの幹と枝の形態を樹*ごとに図化したもので,萌芽発生時は単幹である

が,側生枝あるいは根株近くからの萌芽幹の発達が盛んである｡特Iこ,主幹および側生枝の一

部が枯死して再度側生枝が伸長するという換返しを行うため,主幹は明確でない｡また.主幹

あるいは側生枝が短枝化して伸長生長のみられTj:い場合もある｡なお,主幹あるいは側生枝が

枯れる原因のひとつに,シンクイムシによる被膏が考えられ.幹を割ると髄部にまれに食痕を

観葉することができる｡

(cm)

棲準木の樹高ならびに直径生長曲線を示したのが図- 4　　で,樹高および直径生長ともに,

萌芽幹発生初期の生長が著しく盛んである｡特に.発生当年の樹高および肥大生長が盛んで,

その樹高は150amに達するものもある.つまり.萌芽幹発生後2-3年のうちに,全生長量の

高

u　　　*:　　-m

均一4　樹蔦生長曲線

8 (年)
m m

也-5　m往生轟曲義



樹高および直径生長の経年変化をみると.前記のとおり樹齢が増すにつれて側生枝の発達が

著しく,樹齢7-8昨日以降の樹高生長はほとんど期待できない｡一方.直径生長についても

同様であり,萌芽幹発生当年の肥大生長が最も盛んで,その後急激に生長が衰える｡

以上から,エゾウコギの育成にあたっては,生育初期,掛こ萌芽幹発生時およびその後数年

間に.どのようにしたら生長の増大を図ることができるか.ということが重要な課題であるo

増殖方法

エゾウコギの増殖方法として,実生,さし木および株分けが考えられるC有効成分含有量の

多い特殖個体の増殖は別にして,事業的に大量の種苗を得たい場合には,実生による増殖が最

もGFrだK fj法上いえ'�"->｡

これまでの実生による増殖武儀の結果,種子をまきつけてから発芽するまでいずれも2年を

要した｡そこでこれを改善する目的から.種子の採取時期を8月下旬から10月中旬まで7日

(1週間)おきに時期を変えてとりまきを行ったが,まきつけ当年の発芽はみられなかった｡

種子の発芽率は　一般に20%前後であるが,発芽に2年を要することから発芽するまでの間の

乾燥などによる諸披嘗により.発芽率の低下が予想される｡また種子には.タネバ工の仲間に

よるものと考えられる03-05mmの食感がみられ　それらはすでに発芽能力を失なっている

のでまきつけ量を多くするなどの工夫が必要であるd特に.採取する場所によっては.種子の

大部分がこの披官を受けている例がみられた｡

なお,育苗基準については現在試験中であるが. 1 g当りの粒数は約200粒.まきつけ量の

基準として¥09/vtを播種しているO　その結果.

発芽数に大きなバラツキがあり,酋長にもパラツ

手があるd　つまり,発芽当年の平均酋長は10C乃で

あるが,その範囲は1-30.αとパラツキがさわめ

て大きい(写真参照) Oまた, 1回昧潜2年生苗

の酋長は約30cm (10-60cm) , 2回床替3年生苗

の酋長は約socs (20-70cm)である｡

さし木による増殖試験では,夏ぎし　く7月)で

さし博の部位をいろいろ変え,さらに用土など処

理別に発根率を調べた結果,処理によっては80%

の高い発振率を得た｡これらの結果から,さし木

写真　育苗試験(林試構内)
誕ESSE3E恩EォDJ
昭和61年9月操　　影

の時期別に春ぎし.夏ぎしおよび秋ぎし.あるい

は根ざしによる増殖が可能と考えられるo Lかし.

叫l個体から採取できるさし韓の数に限りがあるか

∴　　r,i¶1　､  ;'SJ..L　.:､�"j;-iyr叫二･

良いと判断される｡



林地における育成方法

*A. in-NftulirmM嶋卜け肘I�"　鵬Ktサ･ ･成績† 4H一軒･ w-.rfllミ　　VBlttip ･rI･

る.これまでの詞査結果では,地上部の一部を刈り取った場合,翌年に萌芽幹の発生が認めら

れた｡一方板から掘り取った場合,とり残された板からの不定芽の発生は,これまでのとこ

ろ確認されていない｡したがって,資源の確保と生薬原材料の安定供給のためには,当面地上

布の収穫だけにしたいものであるo

なお.林地で栽培するにあたっては.エゾウコギ生育地の上木の保育伐などの環境の斐億や

再収穫年の決定.林地肥培効果など今後の課題も多く残されている｡

エゾウコギの服用方法

滋養強壮を目的とした民間薬としての利用方法を参考までに紹介すると,乾燥したエゾウコギ

3-5 9を煎じて1回に服用する｡こ_のとき, 1日主としては5 g前後が標準とされている.

したがって,エゾウコギ200-3009をリカー(35#のアルコール) 1βeに浸した場合. I

El当りの服用量は30ml前後ということになる.

また.前記のソ連科学アカデミーの報告によると,発作状態.高血圧発症および心筋梗塞症

の人は禁忌としている｡一方,鳶応症の中では,循頚蕃系疾患のうち,低血圧の場合に顕著に

効果が現れるが,同時に正常化作用により血圧の高い場合それを新城して多Ji)の低下をもたら

すとし,さらに低血圧の重症型は別であり,`あまり効果がなく場合によっては禁忌である｡と

報告しているQつまり.強壮を目的とした健康食品の場合,個人それぞれの体質に合った服用

量を決める必要がある｡

なお.エゾウコギは,すでに健康食品として動品化がなされているので.服用に当っては品

質管理されたものを用いることをすすめたい｡

あ　と　が　書

道産生薬の生産振興を図るためには,有効成分の含有量の多い優良系統の選定など,まず生

薬の品質向上を図る必要があり,これを中心として現在共同研究をすすめている｡

本稿をまとめるにあたり,共同研究を行っている衛生研究所薬学部の各位には多くのと指導

と助言をいただいた｡また,調査および試境地の設定にど協力をいただいた各支庁林務課と林

◆業指導事務所,常呂町および置戸町役場,ならびに常呂町森林叔合の各位に記して深謝する｡

また本稿は, ｢昭和60年度共同研究報告書｣をはじめ,筆者らがすでに報告した結果や多く

の文献を参考にした｡

(樹芸樹木科)


